
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆竹の水鉄砲を作ったよ！ 

夏の自然観察会（R4年 7月 24日） 

 

おにぐるみの学校では、木の岡地区に残された貴重なビオトープを子供た

ちに残していくために、このビオトープを守る活動を行っています。 

このニュースレターは、「木の岡ビオトープ」や、「おにぐるみの学校の活

動」をより多くの人に知っていただくために、定期的に発行するものです。 

                                 

 

お に ぐ る み 通 信  

木の岡ビオトープ 

ニュースレター 

第１6号 
（R5.２.１０） 

◆たくさんの植物や生き物を発見したよ！ 

新型コロナウィルス感染症予防のため、お休みしていた下阪本小学校の自然観察会を 2年ぶりに

開催しました。「土の中の生き物観察」やビオトープの中で動植物を見つける「フィールドビンゴ」

を行いました。たくさんの珍しい植物や生き物、大きなムカデも発見し観察しました。 

久しぶりの開催でしたが、元気いっぱい楽しく環境学習ができました。 

ビオトープを散策しながら、昆虫採集と観察をしました。捕まえた昆虫について講師に習得性を

教えてもらい、ビオトープには珍しい昆虫も生息していることが分かりました。 

また、自然教室では竹を使って昔ながらの水鉄砲を作りました。出来上がった水鉄砲で勢いよく

水を飛ばし合いながら、大人も子どもも暑さを忘れて観察広場を駆け回りました。 

下阪本小学校の自然観察（R4年 5月 27日） 

 

木の岡ビオトープ 
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冬の自然観察会（R4年 12月 4日） 

木の岡ビオトープ保全活動（R4年 9月 6日） 

◆ビオトープの保全活動を行いました！ 

 まだまだ暑い中、おにぐるみの学校運営委員がごみの回収や草刈りをする清掃活動を行いました。 

 定例の運営委員会後などに、有志がビオトープに集まり保全活動をしています。今回は会議の参加

者全員で一斉活動を実施しました。約 1 時間の清掃活動で、45 リットルのごみ袋 6 袋がいっぱい

になるほどのごみを回収しました。このようにビオトープの自然環境を維持する活動をしています。 

初冬のビオトープで水鳥を観察しました。講師から水鳥の種類や琵琶湖との関わりを学んだあと、

双眼鏡や望遠鏡を覗くと、教えてもらった水鳥たちが琵琶湖に浮かんでいるのを見ることがました。 

自然教室では、木製の写真立を作りました。落ち葉やドングリで飾り付け素敵な作品ができました。 

最後は、ビオトープの中で採れた食べられる野草の天ぷらを持ち帰りました。 

◆琵琶湖の水鳥観察と木の写真立て作り！ 

おにぐるみの学校では、木の岡ビオトープにおいて、自然観察会の開催や除草・清掃などの活動

を行っています。 

木の岡ビオトープの保全・利用に向けたこれらの活動に理解・賛同し、活動に参加もしくは支援

してくださる方の募集を行っています。 

 みなさんで木の岡ビオトープの現状を理解し、地域に親しまれ、愛される場所としていくための

活動に取り組んでみませんか？みなさんの参加をお待ちしております。 
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◆一緒に木の岡ビオトープを守りませんか？◆ 

おにぐるみの学校について 


